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日本の将来推計人口と本市の人口推移について 

１．日本の将来人口推計 

（１）国立社会保障･人口問題研究所による人口推計 
○令和５年４月に国立社会保障･人口問題研究所（以下、「社人研」という。」）が、令和２(2020)年国勢調査
の確定数を基に新たな全国将来人口推計を行った結果を「日本の将来推計人口(令和５年推計)」として公表。 
○日本の総人口は 50 年後に現在の７割に減少し、65 歳以上人口はおよそ４割を占め、前回推計（平成 29
年）よりも出生率は低下するものの、平均寿命が延伸し、外国人の入国超過増により人口減少の進行はわず
かに緩和 

 
（２）人口戦略会議による提言「人口ビジョン 2100」 

○⺠間有識者らで作る「人口戦略会議」は 2024 年１月、人口減少を食い止めるための提言「人口ビジョン
２１００」を発表。 
○現状のままでは 2100 年に人口は 6,300 万人に半減。また、高齢化率が 40％（2022 年：29.1%）まで上昇 
○安定的で、成⻑⼒のある「8000 万人国家」を目標に、人口定常化を図る「定常化戦略」と、質的な強靭化
を図る「強靭化戦略」という二つの戦略を提唱。 

資料１ 

出典：「人口ビジョン 2100」 2024 年 1 月 人口戦略会議 
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（３）社人研による人口推計と本市想定人口との比較 
 ○想定人口とは、令和３（2021）年３月に作成した第 2 期八尾市人口ビジョン・総合戦略において、本市の近

年の社会動態のうち、20 代及び 30 代の社会動態がゼロと仮定し、かつ合計特殊出生率が令和 12（2030）年ま
でに 1.8、令和 22（2040）年までに 2.07、その後も 2.07 を維持すると仮定して人口を推計したもの。 
○想定人口では、令和 42（2060）年時点で 21.9 万人と推計しているが、社人研（令和５年推計）では、令和
27（2045）年時点で 21.9 万人と推計。 

 ○社人研（令和 5 年推計）では、社人研（平成 30 年推計）と比較して、令和 22（2040）年までは人口減少が
緩やかになるが、それ以降は人口減少が進行。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：社人研（平成 30 年推計）による市区町村別推計は令和 27（2045）年まで、社人研（令和５年推計）に
よる市区町村別推計は令和 32（2050）年までしか公表されていない。 
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２．総人口と年齢３区分別人口の推移 
 ○総人口は、H28（2016）年の 268,755 人から R5（2023）年には 261,197 人と、7,558 人減少 
 ○年少人口（0〜14 歳）は、H28（2016）年の 34,524 人から R5（2023）年には 31,247 人と、3,277 人減少 
 ○生産年齢人口（15〜64 歳）は、H28（2016）年の 161,133 人から R5（2023）年には 155,932 人と、5,201

人減少 
 ○老齢人口（65 歳以上）は、H28（2016）年の 73,098 人から R5（2023）年には 74,018 人と、920 人増加 
 

 
３．自然動態 
 ○R４年度の出生数は 1,666 人、死亡数は 3,420 人で、1,754 人の自然減となっている。 
 ○出生数は減少、死亡数は増加傾向にある。 
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４．社会動態 
 ○R4 年度は転入者数が 8,061 人、転出者数が 8,523 人で、462 人の転出超過となったが、その他を含めると

76 人の社会増となった。 
 ○外国人住⺠数は R５（2023）年で 8,101 人と、H28（2017）年以降最も多い数値となった。 
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